











































































図1．トレス海峡と Northern Peninsula Area の5つのコミュニティ地図
出典：Saibai to Bamaga: the Migration from Saibai to Bamaga on the Cape York 
Peninsula (Dana Ober, Joe Sproats, Rick Mitchell), The Australia Series: The Torres 




















統的文化遺産を大切にし、伝統言語である Dauan Au Lagau Ya 語を話し、
家族の絆も極めて強い。次に、Murray 群島であるが、この島は実際、Mer, 






















































それぞれの指導者に率いられていた。言語的には、Kalaw Kawaw Ya 語と






















































図2．ニシキウズガイ（Trochus Shell, Top Shell）2016年9月、濱嶋撮影
クイーンズランド州ヨーク岬における言語復活と維持■
25
ン近くの Cherbourg アボリジニ居住区まで送られた人たちもいた。また ,800




























全域へのラジオ放送を開始し、木曜島に本拠を置く The Moa Adai Waiben
（TI: Thursday Island）住宅協同組合は住居を供給し、アルコー依存症予防団




会事業団体である The Mura Kosker Sorority は、アングリカンチャーチ慈
善団体の The Mothers’ Union、家庭内暴力や子供の教育問題相談、精神的負
担解消、就職斡旋など女性への援助を行う The Torres Strait and Northern 































































表2．Vitality of Aboriginal Languages
 出典：The Loss of Australian’s Aboriginal Language Heritage (1990)
30
するものもいる。南オーストラリア州、アデレードにおけるガーナ（Kaurna）
語復興・維持を研究目的とした Kaurna Warra Pintyanthi （KWP）; Creating 
Kaurna Language 委員会議長、Amery Rob アデレード大学・人文学部・言







Princess Charlotte Bay 出身の Bakanambia 族と Jeteneru 族、Lockhart 
River 出身の Wuthathi 族などのグループが住む。バマガとセイシアには、パ
プア・ニューギニアの Fly River Delta から南方の方向に位置する Saibai 島


























































































マ言語センターの Xavier Barker 氏、現地への船・飛行機便手配でお世話に







of Statistics 2012, Cultural Diversity in Australia, 2071.0-Reflecting a Nation: Stories 
from the 2011 Census, 2012-2013）。
34
2） 2000年度の Saibai 島の人口は約350名であるが、1947年、大洪水が海抜の低い全島に
多大の被害を与え、その結果、長老の一人 Bamaga Ginau をリーダーとしたトレス海
峡諸島民25名が真珠貝採取の小型帆船で島を離れ、オーストラリア本土のヨーク岬、
Muttee Heads に移り住んだ。その後、1949年には、さらに250名から300名の島民が
岬に移住することになるのであるが、移住者たちは1948年に Red Island Point へ、そ
して1952年にはさらに新しい移住地へと移り、その最後の新天地をリーダーの長老の
名前に因んで、Bamaga と名付けた。そして、かつての移住地である Red Island Point
は、さらに小さいコミュニティとなり Seisia という名前となった（Saibai to Bamaga: 
the Migration from Saibai to Bamaga on the Cape York Peninsula, Dana Ober, Joe Sproats, 
Rick Mitchell）。







5） Kalaw Lagawa Ya が約3500～4000人の話者、Kalaw Kawaw Ya がヨーク岬のバマガ
の住民を含めて約1500の話者を有する（Kevin Ford and Dana Ober. 1991. 7 A sketch 





7） トレス海峡クレオール語で“Before Time”を意味する“Bipotaim”は、単に“Old 
Times”を意味したり、1967年の国民投票以前の時代を示したりと様々に解釈される
（Bipotaim: stories before time| National Museum of Australia）。
8） The Australia Series: The Torres Strait Islanders (Schmider Joann & Pattie Ian 1989).
9） （濱嶋、2002、「少数民族語の維持と復興―オーストラリア・アボリジのバイリンガル教
育をめぐって」、河合利光編『オセアニアの現在　持続と変容の民俗誌』、人文書院）。




11） Pama Language Centre 研究員、Barker Xavier へのインタビュー調査（2016年9月）。
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